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	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":null,"text":"■学生《がくせい》時代《じだい》と若《わか》いころの夢《ゆめ》\n\n学生《がくせい》のころ、私《わたし》は人《ひと》と話《はな》すことが好《す》きでした。友《とも》だちと放課後《ほうかご》に長《なが》く話《はな》したり、地域《ちいき》の行事《ぎょうじ》に参加《さんか》したりするのが楽《たの》しかったです。学園《がくえん》祭《さい》ではクラスのまとめ役《やく》をすることが多《おお》く、人《ひと》と協力《きょうりょく》して何《なに》かを作《つく》ることにやりがいを感《かん》じていました。もともと人《ひと》の話《はなし》を聞《き》くのが得意《とくい》で、困《こま》っている友《とも》だちの相談《そうだん》にのることもありました。\n高校生《こうこうせい》のときは「将来《しょうらい》は人《ひと》を助《たす》ける仕事《しごと》がしたい」と思《おも》っていました。医者《いしゃ》や先生《せんせい》のように特別《とくべつ》な資格《しかく》がなくても、身近《みぢか》な人《ひと》の役《やく》に立《た》てる仕事《しごと》があればいいと考《かんが》えていました。大学生《だいがくせい》になってから、郵便《ゆうびん》局《きょく》でアルバイトをしました。手紙《てがみ》や荷物《にもつ》を仕分《しわ》ける仕事《しごと》を通《とお》して、「人《ひと》の生活《せいかつ》を支《ささ》えることも立派《りっぱ》な“助《たす》ける”仕事《しごと》なんだ」と感《かん》じました。\n就職《しゅうしょく》のとき、私《わたし》は地元《じもと》で働《はたら》ける仕事《しごと》を探《さが》しました。都会《とかい》で働《はたら》くことにもあこがれがありましたが、家族《かぞく》や地元《じもと》の人《ひと》とのつながりを大切《たいせつ》にしたかったのです。郵便《ゆうびん》局《きょく》は毎日《まいにち》、地域《ちいき》のいろいろな人《ひと》と関《かか》わることができる場所《ばしょ》でした。その点《てん》にひかれて、私《わたし》は郵便《ゆうびん》局《きょく》を選《えら》びました。\n若《わか》いころは「仕事《しごと》＝お金《かね》をかせぐこと」だと思《おも》っていました。しかし今《いま》は、それだけではないと感《かん》じています。人《ひと》と話《はな》し、手紙《てがみ》や荷物《にもつ》を通《とお》して気持《きも》ちを伝《つた》えることができるのが、この仕事《しごと》の良《よ》いところです。昔《むかし》の私《わたし》は「仕事《しごと》をする理由《りゆう》」を考《かんが》えたことがあまりありませんでした。でも今《いま》は、「誰《だれ》かの役《やく》に立《た》てる時間《じかん》がうれしい」と思《おも》えるようになりました。\n学生《がくせい》時代《じだい》に感《かん》じた「人《ひと》と人《ひと》をつなぐことの楽《たの》しさ」は、今《いま》の仕事《しごと》にもつながっています。若《わか》いころに｜思《おも》い描《えが》いていた夢《ゆめ》の形《かたち》は少《すこ》し変《か》わりましたが、心《こころ》の中《なか》の思《おも》いは同《おな》じだと感《かん》じています。","rotate":0,"settings":{"columnNum":10,"verticalFlg":false,"charSpace":"0","lineNumberFlg":false,"columnFlg":false,"lineSpace":"0.5","gothicFlg":true,"lineCharMax":40}} 
	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":null,"text":"■働《はたら》きながら見《み》えてきた現実《げんじつ》\n\n郵便《ゆうびん》局《きょく》で二《に》十《じゅう》年《ねん》近《ちか》く働《はたら》く中《なか》で、町《まち》のようすが少《すこ》しずつ変《か》わっていくのを感《かん》じました。昔《むかし》は商店《しょうてん》街《がい》がにぎやかで、毎日《まいにち》お客《きゃく》さんの声《こえ》が聞《き》こえていました。でも今《いま》は、閉店《へいてん》した店《みせ》も多《おお》くなり、少《すこ》し静《しず》かになったように思《おも》います。新《あたら》しい建物《たてもの》がふえて、人《ひと》のあたたかさが少《すく》なくなったように感《かん》じることがあります。\n窓口《まどぐち》の仕事《しごと》をしていると、毎日《まいにち》のように来《く》るお客《きゃく》さんの変化《へんか》に気《き》づきます。若《わか》いころからよく話《はな》していたおばあさんが、だんだん来《こ》なくなったり、いつも元気《げんき》だったおじいさんの来《く》る回数《かいすう》が減《へ》ったりします。季節《きせつ》が｜移《うつ》り変《か》わるように、人《ひと》のくらしも少《すこ》しずつ変《か》わっていくのです。\n顔《かお》なじみのお客《きゃく》さんが減《へ》ると、少《すこ》しさびしい気持《きも》ちになります。だからこそ、来《き》てくださった方《かた》の笑顔《えがお》を見《み》るたびに「また来週《らいしゅう》も元気《げんき》で会《あ》えますように」と思《おも》います。郵便《ゆうびん》局《きょく》の仕事《しごと》は、ただ荷物《にもつ》や手紙《てがみ》を｜受《う》け取《と》るだけではありません。人《ひと》と人《ひと》をつなぐ、大切《たいせつ》な仕事《しごと》です。\n長《なが》く働《はたら》く中《なか》で、私《わたし》は「手紙《てがみ》や荷物《にもつ》には気持《きも》ちがこもっている」と強《つよ》く感《かん》じるようになりました。封筒《ふうとう》の文字《もじ》や｜送《おく》り状《じょう》のひとことには、その人《ひと》の思《おも》いが見《み》えます。窓口《まどぐち》で手続《てつづ》きをするときは、「この荷物《にもつ》が誰《だれ》かを笑顔《えがお》にするかもしれない」と思《おも》いながら｜受《う》け取《と》ります。小《ちい》さな封筒《ふうとう》でも、大《おお》きな荷物《にもつ》でも、誰《だれ》かの気持《きも》ちを運《はこ》んでいると思《おも》うと、仕事《しごと》にやりがいを感《かん》じます。\n地域《ちいき》の行事《ぎょうじ》に参加《さんか》すると、昔《むかし》からの顔《かお》ぶれに会《あ》うこともあります。「いつもありがとう」と声《こえ》をかけられると、疲《つか》れがすっと消《き》えます。仕事《しごと》の中《なか》で、人《ひと》とのつながりがどれほど大切《たいせつ》かを学《まな》びました。私《わたし》はこの町《まち》で、これからも人《ひと》の気持《きも》ちを｜受《う》け取《と》り、届《とど》けていきたいと思《おも》っています。","rotate":0,"settings":{"verticalFlg":false,"columnNum":10,"lineCharMax":40,"lineSpace":"0.5","lineNumberFlg":false,"columnFlg":false,"gothicFlg":true,"charSpace":"0"}} 
	{"jsonType":"ZETTA_TEXT2IMAGE","fontFamily":"BIZ UDGothic","fontColor":null,"text":"■窓口《まどぐち》でのある出会《であ》い\n\nある冬《ふゆ》の日《ひ》、私《わたし》は窓口《まどぐち》で年金《ねんきん》の手続《てつづ》きに来《き》た高齢《こうれい》の男性《だんせい》を対応《たいおう》しました。毎月《まいつき》のように来《き》てくださるお客《きゃく》さんでしたが、その日《ひ》はとても寒《さむ》く、外《そと》には雪《ゆき》が残《のこ》っていました。男性《だんせい》はカウンターに来《く》ると、笑顔《えがお》で「いつもありがとう」と言《い》ってくれました。\n手続《てつづ》きをしながら少《すこ》し話《はなし》をすると、「最近《さいきん》、誰《だれ》とも話《はな》していないんだよ」と静《しず》かに言《い》いました。その言葉《ことば》を聞《き》いたとき、私《わたし》は胸《むね》がつまるような気持《きも》ちになりました。たった数《すう》分《ふん》の会話《かいわ》でも、その人《ひと》にとっては大切《たいせつ》な時間《じかん》なのだと気《き》づきました。\nそれから私《わたし》は、来《き》てくださるお客《きゃく》さんに「寒《さむ》いですね」「お元気《げんき》ですか」と声《こえ》をかけるようにしました。ほんの短《みじか》い言葉《ことば》でも、笑顔《えがお》が返《かえ》ってくると心《こころ》があたたかくなります。忙《いそが》しい仕事《しごと》の中《なか》でも、人《ひと》と話《はな》す時間《じかん》を大切《たいせつ》にしたいと思《おも》うようになりました。\n別《べつ》の日《ひ》には、久《ひさ》しぶりに来《き》たおばあさんが、「ここにあなたがいると安心《あんしん》するの」と言《い》ってくれました。その言葉《ことば》が心《こころ》に残《のこ》り、郵便《ゆうびん》局《きょく》の仕事《しごと》には「気持《きも》ちをつなぐ力《ちから》」があると感《かん》じました。\nこのような出会《であ》いを通《とお》して、私《わたし》は「話《はな》すこと」「聞《き》くこと」の大切《たいせつ》さを学《まな》びました。人《ひと》は、話《はなし》をすることで安心《あんしん》し、心《こころ》があたたかくなるのだと思《おも》います。そしていつか、自分《じぶん》が「話《はなし》を聞《き》く場所《ばしょ》」を作《つく》りたいという気持《きも》ちが生《う》まれました。","rotate":0,"settings":{"lineSpace":"0.5","columnNum":10,"lineCharMax":40,"charSpace":"0","lineNumberFlg":false,"columnFlg":false,"gothicFlg":true,"verticalFlg":false}} 
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